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A 64 大根(ﾌ)加熱軟ｲHぶ及ぼす食塩の彩響I-ついて(^^報)

　　　　細胞壁O)t.3r顕徴錆屍蔡と心ク手ン質(7)組成

　　　　広島大学校散賃　　　　　田村　咲iS.

　日的　大根をI～2 % の准塩水で噴然すると対照I; 比べて明らかに軟化ダイ足追されろこ

とを物性の冽定値からさきIt 報告1た.デンプンをほとんど含^ ない大根の場合. 軟化は

細胞壁,の変化乙涼い闇係にあゐと考tられ＆ので'. 本岡兜で斗細胞壁の加熱μよろ微細檎

逐ﾊﾞﾌ)貰化と糎暴すゐととt にペクチン恥ﾌ)変化をしらべれ，

　方次　広島県産青首大根の一定部位よ') It*.厚さのいちぷうJ刀り£｜回に2知μ刀り出し

が力久製鏑に純水IS I を沸珠させれ中で'S 争hよぴ加分煮勲ドた. I % f､｀J:ぴ'2％食塩米

て"i )司様に行なっn.煮熟伎I－層さに刀７て沸昧ア,レコづレ中でｶﾛ撚虹理レ7 )i-コー

ル冴淮性物質(/IIS)を作製レ水毒性区准, 討％へ考ガメクリン酸アトりりムヽ可r洛性区二

漸，ff.oダが塩酸可虚性Z.今に分画して加レバブ' - )レ攻酸砥I-よ') A"フキンfを起そIT..

ｔ貝!観帑用自5，同様の試粁の髄柳柔組織いレテ=･ ウi>ヽいりro.び陶卓加グ)レター･レア･レ

デ't-ﾄﾞとオスミク副

を行な･r- ･ ft.の試料r心肛S 分別抽出嫂の各残濠をI司様|いて9-顕橡和--1 た．

　紬果　I ) 塩酸可毒性ペクチン,Ji?,杷2吟でいＴれも著滅しれ．ヘキサヌタリン酸可毒

性弧分ほ食塩濃度が次なほど，加熱時間が'長いほど減ヤレ水廬性区分はそ．差に著しく

増卸し衣.2)餅木で胤鞘I た嗚合の細胞座では，中葉卸の強い染色性限捕失ヒ戈一攻

歴の豪色瓢も低下1教.甲募部て･'細胞壁択―,7 I-分かれゐ場合が: fいがし3個り田胞･・)俸

合部でほ間臨を理めゐ物質nよ< 残存レ体膚^れてぃh . 食塩添加O･ルo)で'(3.さらに糾

胞壁のミクロフ1 7"リレの走行が外rぐれｰて広が '). 細胞壁に著いヽ軟弱化が'みりれt-.

A 65

９月16日（日）第５会場　午後1:00～4 :00

ﾉi 声鋤'^μ叙･り標性

一客素姓参改　瘍野4r 理了　郡ム夕八家政　岸司一呼　少堺丈大

　回的　従I:　雇ﾇ,･鍋(J tヽス・ u- 覧j!i fc 齢濠t [ 7利用? れT f･')　一般ぴ＼1瀋,!-，J う

l< -I 呼fflりI*･熟を心^レすり明理で. *､まりJ クr- 岳4. ･^即外で■IT 軟ヵヽくV ';(ぺ< ･ヽi 9

りμ7 気I- 使i司Z れてい? ｶﾍﾟ≒　これを炊顧r- 心用丿"~ 癒合も埋時同り却奢て,ヽ免了す5．？C

て’烈白米，政教奄宛丸鳶か顧1･･ 行び，r- 場合･り蚊ﾉ飯持性をiff 3 0 勾で･本東験を賊ふた.

　オ茲　試片東口よS 斗泉福島M りサす●シキ. いﾖ〃シャを用い　藻類歩嘔･I ？k r れ

f I 刄＼^ { f'.。-M 見場旨（: 官限f ズ＼-　廠ヴ輩先度，飯々色，脱米正渡- M 化^　ヨウ事.

I 色及　'life,i;度　脚凋雇（廠紅"5 犬? r ) , 教酋■? >*捕印･奏を咋製レ　3 －V ヨーit^ カ')

洛浪T･* 色を行り（顕報徳I' よ5 扨痴柘蕪茅て･以教抒性%測定＼ μ。/■/ f6. 五戸鍋･i T

シ3 r ･レ5 R　I ≪ I p ;用いた。

　,隋果　レB- ﾒ! 欺報,f、略取政教iぺK 軟Iて飯裁1 表肩バ非弗t'-粘3 iしV）i> れに・

他if　硬之1'フヽヽてI J 表^ バ軟^ おく, ぞ，o 秤八硬●ﾉ飯t りいこりχ･^ ５ れμ。 i.　鳶-ﾒ7

炊廠目　弗刄或祓^ ')Jiktt-（-ft種1 伸J^･⊃バ小ぐヵヽ，rべ。3　μﾒ･政/飯μ昨圧｡炊蔵にK.軽

I て報･･色I- 羞，ヽしケタれ阪・「≒ﾉ飯，むを浄」足I r- 紆眼. 痴港は捜オよワ～相，v あく, 白

色洩IJ 低< . f色味を帯ふ･･てい尺。千. 先場浹Iﾔり斎it, 固り物-t IT. 弗β炊飯よソ兵丿以

報･J 夕く，こ机り　廠紅表/I 粁≫v｀軟化'. 鈎殲I 几匹めし妙t i .　ｙ　μヵ政おn 常li一炊飯

(--瓦軟χて脱水,透度.＼-ilく, 危化（にくﾚﾍこt K かb れ心　ぶ｡飯紅，切雁* Sl収対報身

I μ政策. 無p 以報に彫尽が廠y. 比裴＼て, 勅粒，厠jS. 坪り紅鵬）破壊パ % (く. -- 才，

中心卸却肥ウ≪ 壊りめ3 'j茫め> れ'■;r ，た，


